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 引き続き、日本銀行券を安定的に製造・納入していくことが、労働組合の一丁目一番地である雇用確保に繋が
ることから、安全・安心な職場環境整備と合わせて、組合員の声に耳を傾けながら、取り組みを展開していきた
いと考えています。 
 しかしながら、急速に発展しているデジタル化の影響により、２０２４年にはキャッシュレス決済比率が４
０％の政府目標を超える４０．８％を１年前倒しで達成する状況となっており、その影響を受け２０２５年度に
おける日本銀行券の納入量は、２８．５億枚まで減少するなど、今後も日本銀行券を取り巻く環境については、
厳しいことが想定されます。 
 このことから、当局は来年度以降、これまでの平時３４億枚で最大４０億枚の製造体制を、平時３０億枚で最
大３４億枚の製造体制に変更することとしており、東京工場の表裏印刷機の１台を停止する考えが示されていま
す。小田原工場においても管理換え等の影響が懸念されますが、来年度の全体・工場別の納入量が決定されてか
ら詳細が分かりますので、引き続き注視していきたいと考えています。そして、将来にわたり安定的な印刷局事
業を見据えては、ベース・レジストリやＣＢＤＣ等の新規事業に取り組んでいくことが必要であると考えている
ところであります。 
 日本経済については、春闘による高水準の賃上げ継続や物価上昇の鈍化もあり個人消費の増加によって内需を
支えているとされていますが、米中経済の減速や関税政策の影響で先行き不透明な状況とされています。 
 そのなかで、２０２６春季生活闘争について連合は、昨年１１月２８日に開催した中央委員会において、日本
の実質賃金を１％上昇軌道にのせ、賃上げがあたりまえの社会の実現に向け、すべての働く人の生活を持続的に
向上させるマクロの観点と各産業の「底上げ」「底支え」「格差是正」の取り組みを強化し、社会全体への波及を
めざすとしています。具体的には、賃上げ分３％以上、定昇相当分（賃金カーブ維持相当分）を含め５％以上を
目指すとしており、中小労組においては格差是正分１％以上を加えた１８，０００円以上・６％以上を目安とし
ています。全印刷については、連合や国家公務員関係部会や公務労協等の共闘組織と連携を図り、２月に開催予
定の第１２４回中央委員会で、要求内容を確認・決定していくこととなります。 
 また、政治課題については、昨年開催された参議院議員選挙において、国民民主党や新興政党の参政党が大き
く躍進し、連立与党は 47 議席（非改選議席と合わせ 122 議席）と、過半数の 127 議席を割り込む結果とな
り、自民党においては 1955 年の結党以来初となる衆参両院での過半数割れとなりました。全印刷推薦候補と
位置づけ取り組んだ全国比例の「小沢まさひと」候補、神奈川選挙区の「牧山ひろえ」候補については、見事当
選を果たすことができました。組合員・ご家族のみなさん及び退職者の会のみなさんのご理解ご協力ありがとう
ございました。現在では、自民党と公明党の２６年にわたる連立が解消され、身を切る改革を標榜している維新
の会との自維連立での政権運営となっており、国会運営を注視していく必要があります。 
結びとなりますが、２０２６年の干支は、「丙午（ひのえうま）」であります。「丙」には「大地から芽が出

て葉が広がった状態」という意味があり「生命力にあふれている」などの太陽や火が持つ強いエネルギーを象徴
し、「午」には馬から連想される「勢いや力強さ」などの意味があります。この２つを組み合わせると、情熱と
推進力にあふれ、大きな飛躍や成長のチャンスをもたらすとされている一方、勢いが強いぶん冷静さを保つこと
も大切になる年といわれています。 
小田原支部においても、冷静さを保ちながら大きな躍進に向けて、雇用確保に向けた印刷局事業の安定や２０

２６春闘、職場環境整備等について、組合員皆様とともに取り組みを進めて参りたいと考えていますので、ご理
解ご協力をお願いします。 
今年一年、組合員並びにご家族の皆様の益々のご健勝とご多幸を祈念申し上げます。 

 

新年あけましておめでとうございます。 
組合員並びにご家族のみなさんにおかれましては、健やかに新春を迎えられたことと
お慶び申し上げます。 
 さて、小田原支部は、昨年１２月６日に結成８０周年を無事に迎えることが出来ま
した。終戦直後の１９４５年、明日の食べるものを確保するのに必死であるなか、
我々の前身である酒匂工場従業員組合が結成されて以降、行革闘争を中心に幾多の困
難を諸先輩方と組合員のみなさんとともに乗り越えた結果でございます。改めて、御
礼申し上げます。 
また、１月９日（金）の旗開きについては、結成８０周年の記念式典として開催い

たしますので、あわせてよろしくお願いします。 
 そして、国立印刷局の一大プロジェクトであったＦ券発行から１年５ヵ月が経過し
ましたが、品質のクレーム等もなく無事に納入・流通していることは、組合員みなさ
んの努力の賜物であり、労働組合としても大変感謝しているところでございます。 
 

連合神奈川

HP 

小田原・足柄地域連合 公務労協

HP 

全印刷

HP 


